
採択大学：長崎大学（強化を図る機能：①、②）
連携大学：宮崎大学、鹿児島大学 参画機関：大阪公立大学、北海道大学、東京大学、国立健康危機管理研究機構、海洋研究開発機構

取組内容の概要

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）
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地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

①②

グローバルヘルス・リスク・エコロジーの３領
域融合研究を推進し、プラネタリーヘルスの
実現で世界を牽引する大学
「国際共著論文のTop10％論文率」

12.9％ 14.0％ 18.0％

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 大学全体のWeb of Science論文数 1,348編 1,361編 1,375編 1,389編 1,403編 1,417編 1,489編

①② 大学全体の国際共著論文数 514編 524編 534編 545編 556編 567編 626編

①② Q1ジャーナル論文数 553編 564編 575編 587編 599編 611編 674編

①② 若手教員比率 20.8％ 21.6％ 22.5％ 23.4％ 24.3％ 25.0％ 27.0％

①② 研究支援人材（URA)の配置数
※URA相当職は除く

13名 17名 23名 23名 23名 23名 25名

①② URA研修受講者率 23％ 50％ 70％ 100％ 100％ 100％ 100％

アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

①

本学の強みである感染症関連分野の
世界トップ50大学へランクイン
「感染症分野論文数の世界ランク」
「感染症分野Top10%論文率」

論文数世界162位
Top10%論文率 9.6%

論文数世界100位以内
Top10%論文率 12%

論文数世界50位以内
Top10%論文率 15%

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

① 感染症分野の年間論文数
（3大学、重複除き）

468編 496編 526編 557編 591編 611編 811編

① 感染症分野の年間国際共著論文数
（3大学、重複除き）

219編 232編 246編 260編 276編 285編 379編



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

①②
大学の経営基盤の強化
「外部資金（受託研究・共同研究・
寄附金）獲得額」

72億円 86億円 103億円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 受託研究受入額（受託事業含む） 51億円 53億円 55.1億円 57.3億円 59.6億円 62億円 75.5億円

①② 共同研究費受入額 7.1億円 7.3億円 7.5億円 7.7億円 8.1億円 8.5億円 10.8億円

①② 寄附金等受入額 13.9億円 14.2億円 14.5億円 14.7億円 15.1億円 15.5億円 17.5億円

アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

機能 アウトカム指標Ⓓ 申請時点 ５年後 10年後

②
プラネタリーヘルスの実現に資する研究成
果の社会実装
「スタートアップ累積数」

8件 20件 50件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

② アントレプレナーシップ教育受講者数 464名 487名 509名 532名 554名 577名 690名



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓔ 申請時点 ５年後 10年後

①②

感染症・核拡散・国境紛争・地球規模の
環境変化などによりグローバルリスクが深刻
化、複雑化するメカニズムを解明し、解決
に資する画期的政策を世界に発信・実現
「グローバルリスク国際フォーラム開催」

グローバルリスク研究センター
設立（2024年6月）

グローバルリスク国際フォーラ
ム開催（累積2回以上）

グローバルリスク国際フォーラ
ム開催（累積７回以上）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

② 政策提言数

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘ
ｽｸ研究ｾﾝ
ﾀｰを設置
し、政策
提言取組
み開始

1件以上
累積2件

以上
累積3件

以上
累積4件

以上
累積5件

以上
累積10件

以上

アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

機能 アウトカム指標Ⓕ 申請時点 ５年後 10年後

①②
総合知人材の育成・輩出
「プラネタリーヘルスの実現に資する国際
大学院プログラムの新設」

研究科等連係大学院プラ
ネタリーヘルス学環Doctor 
of Public Healthプログラ
ム開始令和4年10月設置

グローバルリスク博士課程プ
ログラム（令和8年度開
始）
グローバルエコロジー博士課
程プログラム（令和11年度
開始）

科学的エビデンスを政策立
案・社会システムデザインに
繋ぐ総合知人材を世界に輩
出

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②
プラネタリーヘルスの実現に資する大学院プ
ログラム博士学位取得者数

0名 5名 10名 15名 20名 30名 95名



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

プラネタリーヘルスに資する国際的な研究力
強化の状況

① 強み：感染症分野
→3大学連携で更なる強みへ
② 強み：研究の多様性
→融合研究推進
③ 研究支援体制構築されて
いる
→研究マネジメント強化

① 3大学スピルオーバー感染
症チームによる連携研究創出
② 3領域融合研究による
新たな知の創造
③ 研究支援人材の戦略配置、
国際共同研究支援体制構築

① 世界トップレベル感染症拠
点
② 超領域型融合研究推進に
より国際的社会課題を解決で
きる大学
③ 国際⽔準の研究推進体制
を持つ大学

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

国際共著論文のTop10％論文率 12.9％ 14.0％ 18.0％

※本指標は令和７年10月時点のもの

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

外部資金獲得支援体制の強化の状況

• 全学の研究マネジメントを統
括する研究開発推進機構を
設置している。
• 外部資金増につながる全学
の総合力を活かした研究企
画・マネジメント機能の強化が
急務。

• 新規性・独⾃性のある研究
の創出、地球規模課題の解
決に資する分野横断・学際研
究プロジェクトを、人文社会分
野も含めて全学的に推進する
体制の確立。
• 大型・学際研究、組織対組
織の共同研究の企画・マネジメ
ントできる⾼度専⾨人材の確
保、活躍。

大型学術研究・産学連携研
究プロジェクトを企画・マネジメ
ント機能が強化された全学を
横断する支援体制の確立。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

受託研究受入額（受託事業含む） 51億円 62億円 75.5億円



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

【共通指標区分：社会実装に関する指標】

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

オープンイノベーションの機能強化の状況 「CROSS Nagasaki」の整備
「統合感染症研究棟」の本格
稼働

社会に開かれたオープンイノ
ベーションを推進するためのキャ
ンパス

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

民間等との共同研究費受入額 7.1億円 8.5億円 10.8億円

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

ベンチャー創出支援、アントレプレナー教育
加速化の取り組み状況

長崎大学FFGアントレプレナー
シップセンター設置

アイデア発掘等による社会実
装の機能強化

社会実装支援体制の⾼度化

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

スタートアップ企業の累積数 8件 20件 50件



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

国際共同研究創出の支援強化

• 駐在型海外拠点（ケニア、
ベトナム、ブラジル）の設置
• グローバルリスク研究センター
の設置

• 欧州拠点を設置/リエゾン教
員配置
• グローバル連携機構・海外グ
ローバル連携機構・海外グラン
ト/外国人研究支援部⾨・グ
ローバルリスク研究センター等
学内組織を連携させ、全学横
断的な国際共同研究・国際
事業支援体制の構築

• 国際共同研究支援体制を
構築し、地球規模課題の解決
に資するイノベーションの創出

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

政策提言数 政策提言取組み開始 累積5件以上 累積10件以上


